
最新の接種情報は随時、市ウェブで
お知らせしています。

広報 102021 月
第1金曜日号No.1184新型コロナワクチン接種コールセンター

☎0570―098―894
午前8時30分〜午後5時

土・日曜日もつながりますが、回線数が限られます

電話のかけ間違いにご注意ください

新型コロナワクチン情報

集団接種会場を
新たに設置

接種を希望する受験生への優先接種

配慮が必要な方
への支援

10月以降の
個別接種

　駅周辺民間施設や各公民館での集
団接種を終了し、市役所と旧平塚商
業高校校舎（中里５0―1）での集団接種
に機能を集約します。
　同校舎での1回目の接種期間は10月
７日（木）～27日（水）です。受付時間は
平日が午後1時～５時30分、土・日曜
日が午前９時30分～午後４時30分です。
　予約方法など、詳しくは市ウェブ
をご覧いただくか、新型コロナワク
チン接種コールセンターへお問い合
わせください。

  妊婦など
　産婦人科でのワクチン接種
が始まっています。検診を受
けている各医療機関にご相談
ください。

  乳幼児がいる
  子育て世代の方

ワクチン接種時に、保育所
の一時預かりや、幼稚園の預
かり保育を、３時間まで無料
で利用できます。

インフルエンザの予
防接種開始に伴い、医
療機関での個別接種を
終了します（産婦人科
や小児科などの一部医
療機関を除く）。

◆  ◆  ◆

　既に1回目の接種を
個別医療機関で受けた
方は、10月に2回目も
接種できます。

　18歳以下の方の優先接種は夏休み期間にも実施しましたが、再度優先枠
をつくり、新型コロナワクチン接種コールセンターで予約を受け付けます。
詳しくは、市ウェブなどをご覧ください。

右の２次元コードからアクセスできます▶︎

　平塚市内の65歳以上のワクチン接種率は９割になりました。現在、40代以下の方を中心に
接種を進めています。全世代の8割接種達成に向けて、接種体制を10月から再編します。

目標達成に向けて
ワクチン接種率

11月
中旬の

新型コロナワクチン
市内の接種状況

接種１回目  146,540回  接種率62.75㌫
接種2回目  123,653回  接種率52.95㌫

接種累計(9月21日現在)

目
次

平塚市の人口と世帯数
＜令和3年9月1日現在　（   ）内は前月比＞

人　口 257,057人…（ー67）
世帯数 114,597世帯…（＋22）

　　１面…新型コロナワクチン情報
２〜５面…　　　�平塚で創業…�自分の店や会社を立ち上げた人、創業支援の制度などを紹介。
５〜７面…�お知らせ・募集・健康と福祉・スポーツ・「地域の魅力再発見」・「みんなの力」
　　８面…ヒラツカルチャー・「美術館だより」
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集特

手洗いで感染症を防ごう！
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マスクを着用していない写真は、十分な距離を取るなどの対策を講じた上で、一時的に外して
撮影したものか、新型コロナウイルス感染症の流行前に撮影したものです。

平塚　創業

　
「
自
分
の
名
前
か
ら「
よ
し
」を

と
っ
て
店
名
に
し
ま
し
た
。
フ
ラ

ン
ス
語
で
パ
ン
店
を
意
味
す
る

『
ブ
ー
ラ
ン
ジ
ェ
リ
ー
』を
使
お
う

か
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
と
考
え
ま
し

た
が
、
地
域
の
雰
囲
気
や
自
分
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
考
え
る
と
、『
よ

し
ぱ
ん
』が
ぴ
っ
た
り
だ
と
思
い

ま
し
て
」と
大
﨑
さ
ん
は
親
し
み

や
す
い
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

　
以
前
も
パ
ン
店
だ
っ
た
物
件
を

居
抜
き
で
利
用
し
て
い
ま
す
が
、

開
店
前
に
自
分
で
壁
を
塗
り
直

し
、
床
を
張
り
替
え
、
看
板
も
デ

ザ
イ
ン
し
ま
し
た
。「
特
に
看
板

は
、
自
分
の
店
の
イ
メ
ー
ジ
を
十

分
に
膨
ら
ま
せ
て
か
ら
、
デ
ザ
イ

ン
や
色
を
考
え
ま
し
た
。
し
っ
か

り
時
間
を
か
け
、
イ
メ
ー
ジ
が
デ

ザ
イ
ン
に
乗
っ
て
い
る
か
を
突
き

大
﨑
さ
ん
は
、
来
店
客
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
て
い
る
と

い
い
ま
す

詰
め
ま
し
た
」と
こ
だ
わ
り
を
見

せ
ま
す
。

　
大
﨑
さ
ん
は
元
々
、
イ
ン
テ
リ

ア
の
メ
ー
カ
ー
に
30
年
以
上
勤

め
、
商
品
企
画
の
仕
事
を
し
て
い

ま
し
た
。も
の
づ
く
り
が
好
き
で
、

第
二
の
人
生
を
よ
り
充
実
し
た
楽

し
い
日
々
に
し
た
い
と
い
う
思
い

か
ら
、
定
年
ま
で
１
年
半
を
残
し

て
早
期
退
職
。「
50
代
に
入
っ
て
か

ら
、
将
来
、
ど
う
い
う
生
活
を
し

て
い
る
の
が
自
分
に
と
っ
て
幸
せ

な
の
か
を
考
え
て
い
ま
し
た
」と

振
り
返
り
ま
す
。

　
第
二
の
人
生
を
考
え
る
中
で
パ

ン
作
り
が
候
補
に
挙
が
っ
た
の
は

６
・
７
年
前
だ
と
い
い
ま
す
。
通

パ
ン
作
り
が
自
分
の
幸
せ

よ
し
ぱ
ん 

浅
間
町
５
︱
29

大
﨑
芳
彦
さ
ん

信
教
育
や
パ
ン
作
り
教
室
な
ど
で

学
び
、
家
で
練
習
。
開
店
を
決
意

し
、
５
カ
月
ほ
ど
厚
木
の
パ
ン
店

で
働
い
て
、実
務
も
学
び
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ン
の
１
年
以
上
前
か
ら
開

業
の
事
務
手
続
き
を
始
め
、
４
カ

月
前
か
ら
店
舗
の
準
備
に
取
り
掛

か
っ
た
と
い
い
ま
す
。「
ペ
ン
キ
塗

り
や
床
の
張
り
替
え
は
大
変
で
し

た
が
、
す
ご
く
楽
し
い
時
間
で
も

あ
り
ま
し
た
。
開
店
準
備
を
し
て

い
る
時
点
で
、
や
っ
て
よ
か
っ
た

と
思
い
ま
し
た
ね
」と
充
実
感
を

に
じ
ま
せ
ま
す
。

　

大
﨑
さ
ん
は
開
店
に
当
た
り
、

市
の
新
創
業
支
援
資
金
を
利
用
し

ま
し
た
。「
利
子
全
額
を
市
に
補
助

し
て
も
ら
え
る
の
で
、
お
金
を
借

り
る
リ
ス
ク
を
減
ら
せ
ま
す
。
パ

ン
店
を
始
め
る
と
い
う
構
想
を
決

意
に
変
え
、
一
歩
を
踏
み
出
す
の

に
、大
き
な
助
け
に
な
り
ま
し
た
。

制
度
を
利
用
し
な
い
と
オ
ー
プ
ン

で
き
な
い
ほ
ど
の
資
金
繰
り
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
心
の
ゆ

と
り
と
勇
気
に
つ
な
が
っ
た
と
感

じ
て
い
ま
す
」。

　
雨
が
降
り
、
肌
寒
さ
を
感
じ
る

９
月
２
日
、
一
人
の
女
性
が
来
店

し
ま
し
た
。「
今
日
も
イ
ギ
リ
ス
パ

ン
を
下
さ
い
」と
大
﨑
さ
ん
に
話

し
掛
け
ま
す
。「
こ
の
食
パ
ン
は
も

ち
も
ち
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
、

最
近
は
ま
っ
て
い
る
ん
で
す
。
季

節
の
食
材
を
使
っ
た
調
理
パ
ン
も

楽
し
み
に
し
て
い
て
、
新
商
品
が

出
る
と
買
っ
て
食
べ
て
い
ま
す
」

と
温
か
い
笑
顔
を
見
せ
、
８
個
の

パ
ン
を
手
に
店
を
後
に
し
ま
し
た
。

　
大
﨑
さ
ん
が
パ
ン
を
作
る
上
で

こ
だ
わ
っ
て
い
る
の
は
、
添
加
物

を
使
わ
ず
に
、
国
産
小
麦
100
㌫
で

天
然
酵
母
を
使
う
こ
と
。「
と
に
か

く
優
し
い
お
店
を
作
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
自
分
の
好
き

な
も
の
づ
く
り
を
し
て
、
地
域
の

皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
き
た
い

と
い
う
の
が
基
本
の
考
え
方
で

す
」と
大
﨑
さ
ん
。
衛
生
管
理
が

最
も
気
を
使
う
点
で
、「
お
客
さ

10月に開店1周年を迎えます。店のテーマカラーは濃い
緑色。看板は、かわいらしいデザインです

で
　浅間町にあるパン店「よしぱん」の店主
大
おお

﨑
さき

芳彦さんの一日は午前3時、冷蔵庫で
寝かせたパン生地を常温に戻すところか
ら始まります。5時から開店準備を始め、
パンを焼く8時頃は、いくつもの作業を同
時進行。忙しくも充実した1日を送ってい
ます。
　今号では、自分の店や会社を立ち上げ、
自らが思い描く人生像を実現する人や、
創業をサポートする市の制度などを紹介
します。

問　産業振興課☎21―9758

↓

令和2年
10月開店

愛
さ
れ
る
パ
ン
店
に

第
二
の
人
生
を
充
実
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　「私は48歳の時に、この会社を株式会社とし
て立ち上げました。従業員は私一人。自宅兼事
務所を拠点として、お客さまである会社の代わ
りに営業や販売をするのが主な仕事です」と話
す海野さん。「NBOという会社名はNew Business 
Opportunitiesの頭文字です。新規のビジネス
機会を得るということで、販路を作るという意
味を込めました」と続けます。
　海野さんは会社設立前、従業員200人ほどの
外国系半導体商社に勤めていました。仕事は技
術営業。電機メーカーや産業機器メーカーに技
術提案する役割を担っていました。商社で働く
中、海野さんは人生設計を考えました。「50歳を
前にして、もう25年働くためにどうしようかと
考えたんです。自分の会社として設立したので、
この先退職することなく働けます。全てにおい
て自己責任ですが、やりがいも感じます」。

　「今日の午前中、三重県にある保育園から、
紅白帽子の注文がありました」と海野さん。イ
ンスタグラムやツイッターなどのＳＮＳで商品を
紹介する中、受注に至ったといいます。「現代の
買い物事情を考えると、インターネットで商品
を調べて買うのが人々の生活に染み込んでいま
す。そしてＳＮＳで紹介された商品は、興味を持っ
た人が自分で調べるので、信用度が高くなりま
す。利用する年代などを考慮して、SNSに合っ
た商品は何かと考えて、幼稚園や保育園向けの
帽子を販売しています」。
　インターネットを活用することで、商品を紹
介できる範囲は全国そして世界へと広がりま

す。前職の縁で営業する電子部品は、今では世
界中に相手がいます。「外国語が得意というわけ
ではありませんが、インターネット上の機能が
助けてくれます。言葉が分からなくても自動的
に翻訳してくれて、言葉が壁になりません。商
品のやり取りは国際郵便でできますし、伝票作
成もインターネットでできるので、困ることは
ありません」。
　自宅兼事務所で仕事ができるので、経営にも
メリットがあるといいます。「私の場合、見栄え
の良いオフィスは必要ありません。おかげで、
固定費が少なくて済みます。テクノロジーの進
化で、さまざまなことが一人でできて、外国と
の距離が近く感じられるので、まるで地球が小
さくなったような感覚です」。
　海外に住む日本人とビデオ通話することで、
実際に行かずとも現地の流行を知ることができ
るのも、現代ならではだと話します。「フランス
では、スタンプでボディーペイントをするのが
最近はやっているそうです。日本のはんこ職人
の技術を生かせないかと思ったので、今度企画
書を作って持っていこうかと考えています」と
計画を練っています。

　海野さんは会社設立に当たり、市と平塚商工
会議所が主催する「創業塾」や、平塚信用金庫の
セミナーなどを受講しました。「創業の支援を受
けて、非常に良かったと感じています」と海野
さん。仕事をする上での基本姿勢にもつながっ
ているといいます。「商売は、何かの問題を解決
するためのもの。問題というのは、不満・不安・
不足などの『不』がベースになっている。講師か
らのこの助言を参考に、『不』を解消できるよう
な商品展開を心掛けています」。
　「セミナー後に開かれた交流会も、大いに参
考になりました」と海野さんは振り返ります。
実際に、その場で知り合った人に自社のウェブ
ページ作成を発注したほか、自分が取ってきた
案件をその人に紹介するなど、仕事につながっ
ています。「交流会での出会いはとても貴重なも
のです。その場で進展することは少ないでしょ

うが、後々つながりが生きてくると思います。
創業を考えている方には、積極的に参加するの
を勧めたいですね」。
　将来の構想として、事業を拡大していくこと
も考えています。「早めに相談を始めるのが鉄則
なので、今のうちから信用金庫に相談していま
す」と海野さん。「他にも、勉強のために民間企
業が無料で開いているオンラインセミナーに応
募して、ほぼ毎週受講しています。当分先のこ
とだと思いますが、海外に事務所を作り、そこ
を拠点として、海外でのさらなる事業拡大がで
きたらいいですね」と希望を胸に抱きます。

（
右
上
）人
気
の
イ
ギ
リ
ス
パ
ン（
右
下
）丸
め
た
生
地
を
焼
き
上
げ
る
と

食
パ
ン
に
な
り
ま
す
（
左
）オ
ー
ブ
ン
で
焼
き
上
げ
て
い
る
調
理
パ
ン
。

徐
々
に
お
い
し
そ
う
な
キ
ツ
ネ
色
に
な
っ
て
き
ま
す

代表取締役社長  海
う ん

野
の

幸棋さんNBO

ネットをフル活用

出会いを大切に

●営業代行業
●販売代行業など

4・５面で創業を考えている方を支援する制度を紹介

海
野
さ
ん
は
、ど
う
し
た
ら
商
品
が
目
に
留
ま
り
や
す
い
か
、写
真
や
言
葉
を
日
々
工
夫
し
て
投
稿
し
て
い
ま
す

パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
仕
事
で
使
う
機
材

は
、創
業
以
来
少
し
ず
つ
増
や
し
て

き
た
と
い
い
ま
す

ま
に
安
心
し
て
食
べ
て
も
ら
え

る
よ
う
に
、
衛
生
面
に
細
心
の
注

意
を
払
っ
て
い
ま
す
」と
力
を
込

め
ま
す
。
日
々
営
業
す
る
中
、
手

応
え
も
感
じ
て
い
る
そ
う
で
す
。

「
食
パ
ン
は
人
気
が
高
く
て
、
リ

ピ
ー
タ
ー
が
多
い
で
す
。『
す
ご
く

お
い
し
か
っ
た
』と
言
葉
を
掛
け

て
く
だ
さ
る
こ
と
も
多
々
あ
り
ま

す
。
お
客
さ
ま
か
ら
の
こ
う
い
う

コ
メ
ン
ト
が
何
よ
り
う
れ
し
い
で

す
ね
」。

　
今
後
、
新
し
い
顧
客
を
増
や
し

た
い
と
考
え
る
大
﨑
さ
ん
。
９
月

に
は
営
業
日
の
変
更
に
踏
み
切
り

ま
し
た
。「
日
・
水
・
木
曜
日
の
定

休
日
が
分
か
り
に
く
い
と
い
う
声

が
あ
り
、
日
・
月
・
火
曜
日
に
変

え
ま
し
た
。
連
続
し
て
開
い
て
い

る
と
覚
え
や
す
く
て
、
お
店
に
入

り
や
す
く
な
る
と
思
い
ま
す
」。

ま
た
、
オ
ー
プ
ン
以
来
、
店
の
宣

伝
は
口
コ
ミ
で
の
評
判
拡
大
に

頼
っ
て
き
ま
し
た
。
開
店
か
ら
約

１
年
が
た
ち
、
よ
り
一
層
評
判
を

広
め
て
、
集
客
を
狙
い
た
い
と
話

し
ま
す
。「
た
く
さ
ん
の
方
に
お
い

し
い
と
言
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
、

パ
ン
を
作
る
活
力
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
地
域
に
愛
さ
れ
る
パ
ン
店

を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
」と
、

今
日
も
パ
ン
作
り
に
励
み
ま
す
。

↓

令和元年
７月設立

ビジョンは世界へ大きく広がる
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広報紙をより良いものとするためにウェブアンケートを実施しています。ご意見をお寄せください。
右の2次元コードからアンケートページにアクセスできます。

　
「
は
じ
め
は
市
・
平
塚
商
工
会

議
所
・
平
塚
信
用
金
庫
の
三
つ

だ
っ
た
創
業
支
援
の
関
係
機
関

が
、
今
は
中
栄
信
用
金
庫
・
中
南

信
用
金
庫
・
神
奈
川
産
業
振
興
セ

ン
タ
ー
が
加
わ
っ
て
六
つ
に
な
り

ま
し
た
。
他
に
も
、
大
学
や
神
奈

川
県
信
用
保
証
協
会
、
市
内
金
融

機
関
と
連
携
し
て
創
業
者
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
体
制
を
作
っ
て
い
ま

す（
下
段
図
）」と
話
す
の
は
、
市

産
業
振
興
課
の
山
形
良
輔
主
任

（
右
写
真
）。「
セ
ミ
ナ
ー・相
談
会・

融
資
が
創
業
支
援
の
軸
で
す
。
各

機
関
が
、
得
意
な
分
野
を
中
心
に

幅
広
く
支
援
の
仕
組
み
を
作
っ
て

い
る
の
が
、
利
用
者
や
創
業
者
が

増
え
て
き
た（
右
下
グ
ラ
フ
）要
因

だ
と
考
え
て
い
ま
す
」と
分
析
し

ま
す
。

　
特
に
平
塚
の
制
度
は
資
金
面
の

補
助
が
充
実
し
て
い
て
、
利
用
者

が
多
い
と
い
い
ま
す
。「
融
資
の
利

息
を
全
額
補
助
す
る
制
度
を
平
成

28
年
に
、
信
用
保
証
料
を
全
額
補

助
す
る
制
度
を
平
成
31
年
に
始
め

る
な
ど
、
県
内
で
比
べ
て
も
か
な

り
手
厚
く
支
援
し
て
い
ま
す
」と

胸
を
張
り
ま
す
。

　
中
小
企
業
診
断
士
を
創
業
者
の

下
へ
派
遣
す
る「
創
業
支
援
ア
ド

台
風
や
大
雨
に
備
え
ま
し
ょ
う
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
・
避
難
先
・

備
蓄
品
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す

創業支援の利用者と創業者の人数

創業支援制度の利用者

250

200

150

100

50

0
令
和　
年
度

令
和
元
年
度

平
成　
年
度

平
成　
年
度

平
成　
年
度

平
成　
年
度

平
成　
年
度

26 27 28 29 230

9

93
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135

22

157

25

152

22

206

33

244

35

128

創業者

　さまざまなサポートを受け
られます。創業を考えている
方、セミナーや相談会などに
参加してみませんか。

創業支援の制度を
ご利用ください

手
厚
く
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
問　
産
業
振
興
課
☎
21
―
９
７
５
８

バ
イ
ザ
ー
制
度
」を
、
令
和
２
年

か
ら
始
め
ま
し
た
。
創
業
前
か
ら

創
業
後
５
年
未
満
ま
で
の
期
間

に
、
原
則
４
回
ま
で
利
用
で
き
ま

す
。
派
遣
さ
れ
る
中
小
企
業
診
断

士
を
４
人
の
中
か
ら
選
ん
で
希
望

す
る
こ
と
が
で
き
、
同
じ
専
門
家

に
続
け
て
相
談
で
き
る
の
が
、
大

き
な
メ
リ
ッ
ト
。
山
形
主
任
は
、

創
業
前
後
の
課
題
解
決
を
支
え
る

仕
組
み
を
作
り
た
か
っ
た
と
話
し

ま
す
。「
困
っ
た
と
き
に『
相
談
し

て
み
よ
う
』と
パ
ッ
と
思
い
浮
か

べ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
専
門
家
に
打

ち
明
け
ら
れ
れ
ば
、
壁
を
一
つ
乗

り
越
え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
」。

　
さ
ら
に
、
創
業
す
る
に
当
た
っ

て
な
る
べ
く
早
い
段
階
で
相
談

　創業支援の利用者は、少しずつ増えています。令和２年度は新型
コロナによりセミナーや相談会の回数が減ったことなどが要因で
減少しましたが、本年度はオンラインでセミナーを開くなどの工夫
をしたことで、創業を目指す多くの方が利用しています。
　創業者の数も増えていて、平成26年度の９件に対して令和２年度
は35件と、4倍近くになっています。

充実した制度を
うまく活用して

　平成29年から、
市の創業支援に
携わる、中小企
業診断士の坂本
尚隆さんに話を
聞きました。

　創業者は、その道で経験を積んだ方や、自分の好きなこと
を始めた方が多いです。しかし、経営の知識を最初から持ち
合わせている人はなかなかいません。そういった方の相談に
乗り、創業したいという思いを具体的にしていくお手伝いを
するのが、私の役割です。
　例えば、機材整備のためにお金を借りると、当たり前です
が返さなければなりません。返済の義務感の中で自分の生活
をするのは、想像以上につらいこと。そこには、創業したこ
とが楽しくなくなってしまう危険性が潜んでいます。私は、
本当に借りる必要があるのか、借りずにできる方法はないか、
どうしたらその方が思い描く創業ライフを実現できるのか
を、本人と一緒に考えるように心掛けています。
　平塚は、創業を目指す方の志が高く、やりたいことが明確
な方が多いと感じます。そして、創業支援の制度が充実してい
て、各機関の連携の下で、重層的なサポート体制が整ってい
ると思います。
　制度を利用することの最大のメリットは、いろいろな人に
相談できることです。創業を考えている方には、ぜひ｢なぜ
創業するのか｣を具体的に紙に書いて整理し、それを持って
相談に行ってほしいです。相談してみてうまくいかないと
思ったところを修正すれば、おのずと方向性が定まっていき
ます。私のような中小企業診断士の他、平塚商工会議所や金
融機関など、創業の専門家を頼り、自分の夢を実現する第一
歩にしてください。

↓

市 平塚商工会議所

平塚信用金庫

中栄信用金庫

中南信用金庫

　この他にも、大学や信用保証
協会、市内金融機関などと連携
して、創業を目指す方をサポー
トしています。

神奈川産業振興センター
●ビジネスオーディション

●創業のセミナー・交流会
●創業の相談窓口　●融資相談

●創業の相談窓口
●融資相談

●創業の相談窓口
●融資相談

●創業のセミナー・交流会
●創業の相談窓口

●創業のセミナー・交流会
●中小・ベンチャー企業の魅力発信
●金融の総合案内
●創業者への融資制度
●創業支援のアドバイザー派遣 など

など

など

など

など

など

市や平塚商工会議所、信用金庫などが連携して
創業をサポート

　メニューや内容
は、市ウェブをご
覧ください。2次元
コードからアクセ
スできます。

相
談
は
創
業
の
第
一
歩
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■募＝応募方法
　（応募が必要です）
　問＝問い合わせ
■必要事項とある場合、
　郵便番号・住所・氏名
　（ふりがな）・電話番号
　をご記入ください。
■市役所への郵便物は、
　〒254―8686平塚市役所
　○○課で届きます。
■募集開始日の記載がない場合、
　10月4日（月）午前8時30分から、
　受け付けます。
■メールの応募の場合 @以下に
　city.hiratsuka.kanagawa.jp　
　を付けてください。

応 募 方 法

郵送･ファクス･
メールイベント名

郵便番号
住所
全員の氏名
電話番号
その他の事項

イベント名
郵便番号
住所
全員の氏名
電話番号
その他の事項

往復はがき

返 信 往 信

記　入　例

住 

所氏 

名

松原
分庁舎

福祉会館
こども発達支援室
くれよん

中央公民館

市役所本館・消防署本署
教育会館

青少年会館（青少年相談室）

中央図書館
美
術
館

八幡山
公園

総合公園

勤労会館
ひらつか
サン・ライフ
アリーナ

保健センター（健康課）

別館

市民プラザ

旧横浜ゴム
平塚製造所記念館

博物館

JR平塚駅

駅前市民
窓口センター

まちづくり財団

文化
公園

市民活動センター

対
話
を
通
じ
て

課
題
解
決

市
文
化
祭　
公
募
展

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
50

分（
19
日
は
１
時
か
ら
、
各
最
終

日
は
３
時
30
分
ま
で
）。
美
術
館
。

書
道
、
文
芸
部
門
入
選
作
品
展　

10
月
12
日（
火
）～
16
日（
土
）。

写
真
、絵
画・彫
刻
展　
19
日（
火
）

～
24
日（
日
）。

問　　
社
会
教
育
課
☎
35
―
８
１
２
３

中
学
校
入
学
説
明
会

　
令
和
４
年
４
月
に
市
立
中
学
校

へ
入
学
す
る
子
ど
も
の
保
護
者
を

対
象
に
開
き
ま
す
。

　
令
和
３
年
11
月
１
日（
月
）～
25

日（
木
）。
各
中
学
校
。
日
程
や
時

間
な
ど
、
詳
し
く
は
市
ウ
ェ
ブ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
各
中
学
校
へ

お
知
ら
せお問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　　
学
務
課
☎
35
―
８
１
１
８

Ｓサ

ン

サ

ン

ｕ
ｎ
Ｓ
ｕ
ｎ
マ
ル
シ
ェ

　
平
塚
の
魅
力
が
詰
ま
っ
た
青
空

市
で
す
。

　
10
月
10
日（
日
）午
前
10
時
～
午

後
２
時
。
小
雨
決
行
。
湘
南
海
岸

公
園（
高
浜
台
34
―
１
）。

問　　
ア
ル
ベ
リ
ア
ー
ル
ホ
ー
ム
☎

31
―
７
２
１
１

ひ
ら
つ
か
シ
ン
グ
ス

　
人
や
も
の
・
こ
と
に
ス
ポ
ッ
ト

を
当
て
、
平
塚
の
さ
ま
ざ
ま
な
魅

力
を
発
信
す
る
番
組
で
す
。
今
回

の
テ
ー
マ
は「
き
い
ろ
い
お
う
ち

の
絵
本
講
師
」で
す
。

　
Ｓ
Ｃ
Ｎ
湘
南
チ
ャ
ン
ネ
ル
。
毎

　
令
和
４
年
４
月
に
市
制
施
行
90
周
年
を
迎
え
る
こ

と
か
ら
、
記
念
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
募
集
し
ま
し
た
。

96
点
の
作
品
の
中
か
ら
最
終
的
に
市
内
小
学
校
６
年

生
が
投
票
し
、
右
の
作
品
に
決
ま
り
ま
し
た
。

問　
行
政
総
務
課
☎
21
―
９
７
５
４

市制施行90周年記念キャッチフレーズは

「人と自然がふれあうまち  つなぐ未来へ  ひらつか90」です 市
制
施
行
90
周
年
記
念 

ロ
ゴ
マ
ー
ク

「絵本を使った子育て」をテー
マに活動する方を紹介します

週
土
曜
日
、
午
後
７
時
30
分
～
７

時
45
分
。
毎
週
日
曜
日
、
午
後
１

時
45
分
～
２
時
。Ｙユ

ー

チ

ユ

ー

ブ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

で
も
配
信
し
ま
す
。

問　　
広
報
課
☎
21
―
８
７
６
１

不
動
産
の
公
売

　
市
税
滞
納
に
よ
り
差
し
押
さ
え

た
不
動
産
を
、
入
札
で
公
売
し
ま

す
。
詳
し
く
は
市
ウ
ェ
ブ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問　　
納
税
課
☎
21
―
８
７
６
９

平塚市で働きませんか
　パートタイム会計年度任用職員を募集します。選考。受験資格な
ど、詳しくは市ウェブをご覧ください。
①12月採用　事務補助（障がい者対象）７人程度。
②令和４年１月採用　ⓐ作業員１人ⓑ技術業務員１人。
募　市ウェブにある申込書に写真を貼り、郵送で、①は令和３年10
月15日（金）までに②は10月１日（金）～15日に、職員課☎21―８７６２へ。

台
風
や
大
雨
に
備
え
ま
し
ょ
う
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
・
避
難
先
・

備
蓄
品
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す

問　
平
塚
信
用
金
庫
経
営
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
24
―
３
０
３
１

に
来
て
ほ
し
い
と
呼
び
掛
け
ま

す
。「
た
ま
に『
ひ
と
ま
ず
始
め
て

み
た
も
の
の
、
う
ま
く
い
か
な
く

て
』と
相
談
を
受
け
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
経
営
が
大
き
く
傾
い
て

か
ら
だ
と
、
提
案
で
き
る
対
応
策

　
「
私
た
ち
は
、
セ
ミ
ナ
ー
や
交

流
会
を
開
く
た
び
に
ア
ン
ケ
ー
ト

を
と
り
、
悩
み
を
把
握
し
て
支
援

に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。
事
業
計
画

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
販
路
拡
大

に
悩
み
が
あ
る
方
が
多
い
よ
う
に

感
じ
ま
す
」と
話
す
の
は
、
平
塚

信
用
金
庫
地
域
・
経
営
サ
ポ
ー
ト

課
の
猪
股
裕
係
長（
右
下
写
真
）。

同
金
庫
は
セ
ミ
ナ
ー
や
個
別
相
談

会
な
ど
で
創
業
者
と
対
話
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
悩
み
に
合
っ
た
サ
ポ
ー

ト
を
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
事
業

計
画
を
作
っ
た
こ
と
の
あ
る
人
は

少
な
く
、
ど
う
書
い
た
ら
い
い
か

と
相
談
を
受
け
る
ケ
ー
ス
が
多
い

と
い
い
ま
す
。「
融
資
を
受
け
る
際

に
は
書
類
審
査
が
あ
る
の
で
、
お

客
さ
ま
と
一
緒
に
作
り
ま
す
。
例

え
ば
、
事
業
計
画
の
数
値
を
達
成

で
き
る
よ
う
な
販
売
方
法
を
一
緒

に
考
え
た
り
、
熱
い
思
い
を
文
章

で
き
ち
ん
と
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に

表
現
方
法
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
り

し
ま
す
」。

　
「
私
た
ち
信
用
金
庫
に
は
、
地

域
に
密
着
し
た
金
融
機
関
と
い
う

役
割
が
求
め
ら
れ
て
い
て
、
創
業

支
援
を
通
し
て
地
域
の
活
性
化
に

つ
な
げ
る
狙
い
が
あ
り
ま
す
」と

猪
股
係
長
。「
ち
ょ
う
ど
１
年
前
、

創
業
者
向
け
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
商
品

の
取
り
扱
い
も
始
め
ま
し
た
。『
ひ

ら
し
んB

ビ
ツ
グ

ig A

ア
ド
バ
ン
ス

dvance

』の
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
よ
る
全
国
規

模
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
や

ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
作
成
、
ネ
ッ
ト
バ

ン
キ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
創
業

前
後
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
内
容
で

す
。
信
用
金
庫
の
支
援
と
い
う
と

融
資
の
イ
メ
ー
ジ
が
浮
か
び
や
す

い
と
思
い
ま
す
が
、
融
資
以
外
の

幅
広
い
サ
ポ
ー
ト
を
利
用
し
て
も

ら
え
る
よ
う
に
と
い
う
考
え
で

す
」と
話
し
ま
す
。

　

相
談
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

セ
ミ
ナ
ー
や
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
会

な
ど
で
少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
を
作

り
、
互
い
の
悩
み
を
共
有
す
る
こ

と
も
大
切
だ
と
い
い
ま
す
。「
相
談

を
受
け
て
い
る
と
、
幅
広
い
悩
み

を
持
っ
て
い
る
方
が
多
い
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
以
前
は
セ
ミ
ナ
ー
参
加

者
の
懇
親
会
を
開
い
て
い
ま
し

た
。
成
功
体
験
を
生
の
声
で
聴
く

こ
と
は
、
創
業
者
に
と
っ
て
成
功

の
近
道
に
な
っ
て
い
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
異
業
種
の
経

営
者
も
い
て
、
刺
激
に
な
る
こ
と

も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
」と
猪
股
係
長
。「
今
は
対
面
で

の
交
流
会
の
代
わ
り
に『
神
奈
川・

ひ
ら
つ
か
ダ
イ
ア
ロ
グ
』を
開
き
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
創
業
者
同
士
が
自

由
に
発
言
し
て
交
流
で
き
る
機
会

を
作
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
制
約
も

あ
る
上
、
直
接
顔
を
合
わ
せ
て
話

す
こ
と
で
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
が
生

ま
れ
る
こ
と
も
あ
る
と
思
う
の

で
、
少
人
数
で
集
ま
る
セ
ミ
ナ
ー

が
で
き
な
い
か
と
考
え
て
い
ま

す
。新
型
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
た
ら
、

ま
た
交
流
会
も
企
画
し
た
い
で
す

ね
」と
意
気
込
み
ま
す
。

　
セ
ミ
ナ
ー
内
容
の
要
望
が
あ
れ

ば
、
意
見
を
寄
せ
て
ほ
し
い
と
話

す
猪
股
係
長
。「
地
域
の
こ
と
を

知
っ
て
い
る
立
場
で
サ
ポ
ー
ト
体

制
を
作
り
、
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
情

報
提
供
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
」。

が
限
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
」と
顔

を
曇
ら
せ
る
山
形
主
任
。
早
め
に

相
談
を
始
め
る
こ
と
で
、
制
度
を

十
分
に
活
用
し
な
が
ら
、
計
画
的

に
準
備
を
進
め
て
い
け
る
と
い
い

ま
す
。「
電
話
や
窓
口
で
話
を
伺
い

な
が
ら
、
適
し
た
制
度
を
提
案
し

ま
す
し
、
直
近
の
相
談
会
や
セ
ミ

ナ
ー
の
案
内
も
で
き
ま
す
。
創
業

し
よ
う
か
考
え
始
め
た
ら
、
ぜ
ひ

相
談
に
来
て
く
だ
さ
い
。
あ
な
た

の
創
業
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
」。

↓

人
と
出
会
う
機
会
も
作
る
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親
族
後
見
予
習
セ
ミ
ナ
ー

　
将
来
、
身
近
な
人
に
成
年
後
見

制
度
の
利
用
が
必
要
に
な
っ
た
と

き
に
備
え
ま
せ
ん
か
。
制
度
の
説

明
や
後
見
人
と
し
て
す
る
こ
と
、

手
続
き
書
類
の
書
き
方
な
ど
を
話

し
ま
す
。
①
は
高
齢
者
②
は
障
が

い
者
が
制
度
を
利
用
す
る
想
定
で

説
明
し
ま
す
。

　
①
10
月
22
日
②
11
月
26
日
の
金

曜
日
、
午
後
１
時
～
３
時
。
福
祉

会
館
。
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

ま
た
は
親
族
が
市
内
在
住
の
方
、

各
日
24
人（
先
着
順
）。筆
記
用
具
。

募　
希
望
日
・
必
要
事
項
を
、
電

話
・
フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル
ま
た
は

直
接
、
10
月
１
日（
金
）か
ら
、
立

野
町
31
―
20
市
成
年
後
見
利
用
支

健
康
と
福
祉

応
募
方
法
は

５
面
　
　
　

援
セ
ン
タ
ー
☎
35
―
６
１
７
５

63
―
３
３
７
７

seinenkouken 
@

hiratsukasyakyo.net

へ
。

く
す
の
木
体
操
教
室

　
音
楽
に
合
わ
せ
て
楽
し
く
体
力

づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

　
10
月
29
日（
金
）午
後
１
時
30
分

～
３
時
。旭
北
公
民
館（
河
内
440
）。

市
内
在
住
の
方
25
人（
当
日
先
着

順
）。
タ
オ
ル
・
バ
ス
タ
オ
ル
・

室
内
用
運
動
靴
・
飲
み
物
、
お
持

ち
の
方
は
健
康
サ
ポ
ー
ト
手
帳
。

問　
健
康
課
☎
55
―
２
１
１
１

家
族
介
護
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

　
腰
痛
肩
こ
り
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
日
頃
の
疲
れ
を
癒
や
し
ま
せ
ん

か
。
市
内
在
住
で
家
族
を
介
護
し

て
い
る
方
。
抽
選
。

　
①
10
月
７
日（
木
）午
前
９
時
30

分
～
午
後
０
時
30
分
。
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
プ
ラ
ザ
平
塚（
大
神
３
３
４

４
―
４
）。
６
人
②
８
日（
金
）午

前
９
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分
。

福
祉
会
館
。
９
人
③
８
日
１
時
30

分
～
４
時
30
分
。
９
人
。
④
20
日

（
水
）午
前
９
時
30
分
～
午
後
０
時

30
分
。西
部
福
祉
会
館（
公
所
868
）。

６
人
。

募　
電
話
で
、
開
催
日
の
３
営
業

日
前
ま
で
に
、
福
祉
会
館
☎
33
―

３
１
０
０
へ
。

福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
を

し
ま
せ
ん
か

　
点
字
・
手
話
・
要
約
筆
記
な
ど

の
基
礎
を
学
び
、
高
齢
者
や
障
が

い
者
へ
の
理
解
を
深
め
ま
す
。

　
11
月
11
日
～
12
月
16
日
の
木
曜

日
、
全
６
回
、
午
前
10
時
～
正↓

市
民
と
大
学
生
に
よ
る
里
地

里
山
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
谷
戸
田
で
育
て
た
稲
を
使
っ
た

わ
ら
細
工
体
験
な
ど
を
し
ま
す
。

　
11
月
６
日（
土
）午
前
10
時
～
午

後
１
時
。
雨
天
の
場
合
は
７
日

（
日
）に
延
期
。
里
山
体
験
フ
ィ
ー

ル
ド（
土
屋
１
０
７
６
付
近
）な

ど
。
市
内
在
住
の
方
20
人（
抽
選・

１
組
５
人
ま
で
）。
雨
具
・
軍
手
・

タ
オ
ル
・
飲
み
物
。
作
業
の
で
き

る
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

募　
代
表
者
の
必
要
事
項
と
全
員

の
氏
名・生
年
月
日
を
、
は
が
き・

フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル
で
、
10
月
15

日（
金
）ま
で
に
、
環
境
保
全
課
☎

23
―
９
９
６
９

21
―
９
６
０
３

k-hozen-event@

へ
。

木
造
住
宅
の
耐
震
相
談
会

　
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
の
旧

耐
震
基
準
で
建
て
ら
れ
た
木
造
住

宅
の
耐
震
化
の
疑
問
に
、
建
築
士

が
答
え
ま
す
。
補
助
制
度
の
説
明

も
し
ま
す
。

　

10
月
22
日（
金
）午
後
１
時
30

募
　
　
集

応
募
方
法
は

５
面
　
　
　

分
・
２
時
30
分
・
３
時
30
分（
各

１
時
間
）。
本
館
３
階
302
会
議
室
。

市
内
在
住
の
方
、
各
回
５
組（
先

着
順
）。

募　
電
話
ま
た
は
直
接
、
本
館
６

階
の
建
築
指
導
課
☎
21
―
９
７
３

１
へ
。

み
ん
な
の
ま
ち
情
報
宅
配
便

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
市
の
職
員
が
市
民
グ
ル
ー
プ
や

地
域
の
団
体
の
も
と
に
出
向
い

て
、事
業
や
施
策
を
説
明
し
ま
す
。

メ
ニ
ュ
ー
は
市
ウ
ェ
ブ
や
、
各
公

民
館
な
ど
に
あ
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
メ
ニ
ュ
ー
に

な
い
事
業
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
募
集
し
て
い
る
案
件
を
希
望

す
る
場
合
は
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
市
内
在
住
の
方
で
構
成
す
る
10

人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
・
団
体
。
希

望
日
の
午
前
９
時
～
午
後
９
時
の

２
時
間
以
内（
年
末
年
始
を
除

く
）。
会
場
は
申
込
者
が
用
意
し

て
く
だ
さ
い
。

募　
市
ウ
ェ
ブ
や
各
公
民
館
な
ど

に
あ
る
申
込
書
を
、
郵
送
・
フ
ァ

ク
ス
・
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
、
希

望
日
の
２
週
間
前
ま
で
に
、
本
館

７
階
の
協
働
推
進
課
☎
21
―
９
６

１
８

21
―
９
７
５
６

kyod 
o@

へ
。

イ
ク
ボ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
誰
も
が
働
き
や
す
い
職
場
環
境

づ
く
り
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
、

イ
ク
ボ
ス
の
考
え
方
・
取
り
組
み

な
ど
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
学
び
ま
せ

ん
か
。
11
月
12
日（
金
）午
前
９
時

～
12
月
10
日（
金
）午
前
９
時
の
期

間
に
動
画
を
配
信
し
ま
す
。

　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
企

業
経
営
者・人
事
部
門
担
当
者
ら
。

募　
本
館
７
階
の
人
権
・
男
女
共

同
参
画
課
☎
21
―
９
８
６
１

21

―
９
７
５
６

danjo@

に
あ
る

申
込
書
を
、
フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル

ま
た
は
直
接
、
同
課
へ
。
電
子
申

請
シ
ス
テ
ム（e-kanagaw

a

）

で
も
申
し
込
め
ま
す
。

就
活
応
援
相
談

　
就
労
支
援
の
プ
ロ
に
ビ
デ
オ
通

話
な
ど
で
相
談
で
き
ま
す
。

　
10
月
５
日
・
12
日
・
19
日
・
26

日
の
火
曜
日
、
午
前
10
時・11
時・

午
後
１
時
・
２
時
・
３
時（
各
回

50
分
）。
勤
労
会
館
。
15
～
49
歳

の
仕
事
を
探
し
て
い
る
方
や
家

族
、
各
回
３
人（
先
着
順
）。

募　
電
話
で
、
県
西
部
地
域
若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
☎
０
４

６
５
―
32
―
４
１
１
５
へ
。

子
ど
も
の
自
転
車
教
室　
補

助
輪
外
し

　
競
輪
開
催
期
間
に
合
わ
せ
て
開

き
ま
す
。
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に

よ
る
指
導
の
も
と
、
補
助
輪
な
し

で
自
転
車
に
乗
る
こ
と
を
目
指
し

ま
す
。

　
10
月
30
日（
土
）午
前
11
時
・
午

後
２
時（
各
回
１
時
間
30
分
）。
Ａア

Ｂべ

マ

Ｅ
Ｍ
Ａ
湘
南
バ
ン
ク（
久
領
堤

５
―
１
）。
３
歳
～
小
学
校
３
年

生
、
各
回
20
人（
先
着
順
・
保
護

者
同
伴
）。
補
助
輪
を
外
し
た
自

転
車
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
・
指
先
が
開

い
て
い
る
軍
手（
お
持
ち
で
な
い

方
は
手
袋
）・
飲
み
物
、
必
要
な

方
は
肘
当
て
・
膝
当
て
。
入
場
料

100
円
、
15
歳
未
満
は
無
料
。

募　
希
望
時
間
帯
・
氏
名
・
ふ
り

が
な
・
電
話
番
号
・
年
齢
・
保
護

者
の
氏
名
を
、
電
話
・
は
が
き
・

メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
、
10
月
２
日

（
土
）か
ら
、
〒
254
―
0801
久
領
堤
５

―
１
事
業
課
☎
21
―
３
９
３
５

jigyo@

へ
。

集
ま
ろ
う　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
輝
く

女
性
た
ち

　
多
文
化
共
生
な
ど
幅
広
い
活
動

を
し
て
い
る
団
体
の
代
表
が
、
オ

ン
ラ
イ
ン
で
話
し
ま
す
。

　
10
月
22
日（
金
）午
後
２
時
～
３

時
30
分
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
市
民
活

動
団
体
に
所
属
し
て
い
る
方
ら
25

人（
先
着
順
）。

募　
所
属
団
体
名
・
氏
名
・
ふ
り

が
な
・
電
話
番
号
・
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
を
、
メ
ー
ル
で
、
市
民
活
動

セ
ン
タ
ー
☎
31
―
７
５
７
１

in 
fo@

hiratsuka-shim
in.net

へ
。

　新型コロナの影響により、広報ひらつかに掲載し
ている記事の内容が急きょ変更される場合がありま
す。各記事の内容や実施する場合の感染症対策など、
詳しくは市ウェブをご覧いただくか、記事の末尾に
記載している電話番号へお問い合わせください。
　また、各イベントなどに参加したり、公共施設を
訪れたりするときは、出掛ける前に自宅で体温を測
り、マスク着用の上、感染症対策をしてください。

記
事
の
内
容
が

変
更
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す

　令和４年４月に市内の幼稚園・認定こども
園・保育所などに入園を希望する幼児を募
集します。

幼稚園・認定こども園（幼稚園部分）
　願書は令和３年10月15日（金）から配布し
ます。詳しくは、各園にお問い合わせくだ
さい。
市立　4歳児。11月１日（月）に、各園で申し
込みを受け付けます。
私立　３〜５歳児。１日から、各園で申し込
みを受けます。

問　市立幼稚園は学務課☎35―８１１８
認定こども園は保育課☎21―９６１２

私立幼稚園は各園へ

保育所など
　10月25日（月）に始まる市ウェブでの事前
予約をした上で、市ウェブや本館１階の保
育課にある申込書を、直接、11月１日～30
日（火）に、同課へお申し込みください。

問　保育課☎21―９６１２

来春の
新入園・入所児

真土大塚山古墳と神明神社（真土地区）
　真土大塚山古墳は、現在の西真土３-13付近にあった古墳時代前
期の古墳です。古墳からは、近畿地方で多く見つかる三角縁神獣
鏡、変形四獣鏡、青銅製の矢尻などの副葬品が出土し、ヤマト王
権と密接なつながりを持つ首長の墓と考えられます。
　現在は開発で平らになってしまいましたが、かつて古墳の上に
あった神明神社は、今も位置を変えつつ大切に祭られています。

社会教育課☎35―8124

地域の

再発見
魅力
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市民相談

　「自分を大切にしてほしい。そして、それ
と同じように他の人も大切にしてほしい。人
権は決して難しく考えるものではないんで
す」と、優しく語り掛けるのは、市人権擁護
委員協会の副会長を務める目黒孝さん。
　同委員は法務大臣から委嘱された民間のボ
ランティア。市内では現在13人が、人権教室
などを開いて啓発活動をするほか、毎月2回
人権相談（下段市民相談）を受けています。い
じめや差別など多岐にわたる相談内容。悩み
や不安を抱える相談者に寄り添い、問題解決
に向けて一緒に考えます。
　「人に話すと悩みが小さくなることもあり
ます。一人で我慢しなくていいんですよ」と、
目黒さんは穏やかな笑顔で呼び掛けます。

一人で悩まないで
目黒　孝さん

市人権擁護委員協会
副会長

ス
ポ
ー
ツ

応
募
方
法
は

５
面
　
　
　

午
。
福
祉
会
館
。
市
内
在
住
・

在
勤・在
学
の
方
18
人（
先
着
順
）。

筆
記
用
具
。

募　
電
話
ま
た
は
直
接
、
福
祉
会

館
☎
33
―
０
０
０
７
へ
。

泳
ぎ
方
教
室

　
全
６
回
。
午
後
１
時
30
分
～
２

時
30
分
。
南
部
福
祉
会
館（
袖
ケ

浜
20
―
１
）。
市
内
在
住
の
60
歳

市民情報・相談課☎21-8764
市民相談室

◇�市民生活　月〜金曜日、
午前８時30分〜正午・午後
１時〜５時
◇�法律（予約制）　水・木曜
日、午後１時〜４時
◇�行政　10月4日（月）、11月�
1日（月）、午後１時〜４時
◇�税理士（予約制）　10月22
日（金）午後１時〜４時
◇�司法書士（予約制）　10月
8日（金）午後１時〜４時
◇�測量・境界（予約制）　10
月8日（金）午後１時〜3時
◇�多重債務（予約制）　10月
12日（火）午後１時〜４時
◇�社労士（予約制）　10月12
日（火）午後１時〜４時
◇�行政書士（予約制）  10月
5日（火）、11月2日（火）、

午後１時〜４時
◇�不動産（予約制）　10月15
日（金）、11月5日（金）、午�
後１時〜４時
◇�分譲マンション管理（予
約制）　10月25日（月）午
後１時〜４時
◇�住宅（新築・リフォーム） 10�
月19日（火）午後１時〜４時
消費生活センター
市民情報・相談課

☎21-7530（相談専用）
◇�来所・電話　月〜金曜日、
午前9時30分〜午後４時
人権相談
人権・男女共同参画課

☎21-9861
◇�来所　10月5日（火）・19日�
（火）、11月2日（火）、午後�
１時〜3時��
女性のための相談
人権・男女共同参画課

☎21-9611（相談専用）
◇�来所・電話　月〜金曜日、

午前9時30分〜午後４時

保健センター☎55-2111
ヘルスアップ相談

◇�来所（予約制）　10月27日
（水）午後１時〜３時

地域包括ケア推進課☎20-8217
高齢者健康相談（フレイル）

◇�来所（予約制）　月〜金曜
日、午前9時30分〜正午・
午後1時30分〜5時

栗原ホーム☎35-6175
成年後見利用支援センター

◇�来所・電話　月〜金曜日、午�
前9時〜正午・午後1時〜5時

くらしサポート相談☎21-8813
くらしサポート相談

◇�来所・電話　月〜金曜日、
午前8時30分〜午後５時��

福祉総務課☎21-8779
保健福祉総合相談

◇�来所・電話　月〜金曜日、
午前8時30分〜午後５時��
こどもの総合相談
こども家庭課☎21-9843

◇�こども総合相談　月〜金
曜日、午前8時30分〜午
後５時
◇�母子・父子相談　月〜金
曜日、午前10時15分〜午
後５時
こども発達支援室くれよん
こども家庭課☎３２-２７３８

◇�こどもの発達相談（来所・
予約制） 月〜金曜日、午
前8時30分〜午後５時
教育相談・就学相談
子ども教育相談センター
崇善小学校北側☎36-6013
◇�来所（予約制）　月〜金曜
日、午前10時〜午後５時
◇�電話　月〜金曜日、午前
9時〜午後５時

青少年会館☎34-7311
青少年相談室

◇�青少年相談　火〜土曜日、
午前10時〜午後６時30分
◇�ヤングテレホン相談（青
少年専用） ☎33−7830

　�火〜土曜日、午前10時〜
午後６時30分

◇�ヤングメール相談（青少
年専用）　 y-soudan@

豊田分庁舎☎ 34-9076
子育て支援センター

◇�未就学児対象の子育て相
談・情報提供　月〜金曜
日、午前10時〜午後3時

勤労会館☎32-3355
就労相談

◇�来所（予約制・先着４人・
１人50分）　10月13日（水）・�
27日（水）、午後１時〜4時
50分

文化・交流課☎25-2520
外国籍市民相談

◇�来所　15言語。対応言語
や日時は市ウェブをご覧
ください。

文化・交流課☎25-2520
出入国管理・在留資格相談

◇�来所（予約制）　10月26日
（火）午前９時〜正午

以
上
の
方
、
各
コ
ー
ス
15
人（
先

着
順
）。
水
着
・
水
泳
帽
・
ゴ
ー

グ
ル
。
６
０
０
０
円
。

初
心
者
対
象　
初
め
て
水
泳
を
す

る
人
や
水
に
慣
れ
て
い
な
い
人

に
、
ク
ロ
ー
ル
で
15
㍍
泳
げ
る
よ

う
に
教
え
ま
す
。
10
月
７
日
～
12

月
16
日
の
第
１
・
３
木
曜
日
。

中
上
級
者
対
象　
15
㍍
泳
げ
る
人

に
、
平
泳
ぎ
・
ク
ロ
ー
ル
な
ど
の

ラ
ジ
オ
体
操
＆
ボ
ウ
リ
ン
グ

　

運
動
不
足
を
解
消
し
ま
せ
ん

か
。
午
後
１
時
～
２
時
30
分
。
各

コ
ー
ス
全
４
回
。
神
奈
中
平
塚
ボ

ウ
ル（
宝
町
10
―
４
）。
次
の
条
件

を
全
て
満
た
す
方
、
各
コ
ー
ス
20

人（
先
着
順
）。
①
市
内
在
住
・
在

勤
②
マ
イ
ボ
ー
ル
を
持
っ
て
い
な

い
③
女
性
ま
た
は
60
歳
以
上
の
男

性
。
運
動
が
で
き
る
服
装
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

月
曜
日
コ
ー
ス　
10
月
18
日
～
11

月
８
日
。

火
曜
日
コ
ー
ス　
10
月
19
日
～
11

月
９
日
。

募　
電
話
ま
た
は
直
接
、
10
月
２

日（
土
）午
前
11
時
か
ら
、
神
奈
中

平
塚
ボ
ウ
ル
☎
23
―
３
７
８
６
へ
。

ス
ポ
ー
ツ
教
室

　

会
場
は
①
②
が
ト
ッ
ケ
イ
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
平
塚
総
合
体
育
館
③

が
ひ
ら
つ
か
サ
ン
・
ラ
イ
フ
ア

リ
ー
ナ
。
抽
選
。

①
ジ
ュ
ニ
ア
新
体
操　
11
月
２
日

～
令
和
４
年
３
月
15
日
の
火
曜

日
、
全
16
回
、
１
コ
ー
ス
は
午
後

５
時
～
６
時
、
２
コ
ー
ス
は
６
時

～
７
時
。各
20
人
。８
３
８
０
円
。

②
は
つ
ら
つ
水
中
体
操　
令
和
３

年
11
月
17
日
～
令
和
４
年
３
月
16

日
の
水
曜
日
、
全
10
回
、
１
コ
ー

ス
は
午
前
10
時
～
10
時
45
分
、
２

コ
ー
ス
は
11
時
15
分
～
正
午
。
各

30
人
。
４
３
６
０
円
。

③
男
性
フ
ッ
ト
サ
ル　
令
和
３
年

11
月
４
日
～
令
和
４
年
１
月
13
日

の
木
曜
日
、
全
６
回
、
午
後
７
時

15
分
～
８
時
45
分
。
40
人
。
３
１

４
０
円
。

募　
教
室
名
・
必
要
事
項
・
年
齢

（
①
②
は
コ
ー
ス
名
も
）を
、
は
が

き
で
、
10
月
15
日（
金
）ま
で
に
、

〒
254
―
0045
見
附
町
31
―
10
ま
ち
づ

く
り
財
団
ス
ポ
ー
ツ
事
業
課
☎
35

―
０
１
０
２
へ
。
同
財
団
ウ
ェ
ブ

か
ら
も
申
し
込
め
ま
す
。

　対象は、10月15日（金）～令和４年１月31日（月）に接種
する市内在住の方です。健康保険証。実施医療機関な
ど、詳しくは市ウェブをご覧ください。
子ども　６カ月～11歳の子ども。１人２回まで（補助額は
１回２,０００円）。
高齢者　65歳以上の方または60歳以上で心臓・腎臓・
呼吸器などに重い病気のある方。１,６００円。生活保護
を受けている方や市民税非課税世帯の方らは無料。お
持ちの方は、身体障がい者手帳や生活保護受給者証な
ど。詳しくは各公民館にあるチラシをご確認ください。

問　健康課☎55―２１１１

インフルエンザインフルエンザ
予防接種予防接種のの費用費用をを
一部助成します一部助成します

↓

泳
ぎ
方
の
正
し
い
フ
ォ
ー
ム
を
教

え
ま
す
。
10
月
14
日
～
12
月
23
日

の
第
２
・
４
木
曜
日
。

募　
電
話
ま
た
は
直
接
、
10
月
２

日（
土
）午
前
９
時
か
ら
、
南
部
福

祉
会
館
☎
21
―
３
３
７
０
へ
。

無
料
口こ

う

腔く
う

が
ん
検
診

　
11
月
23
日（
祝
）午
後
１
時
～
４

時
。
保
健
セ
ン
タ
ー
。
55
人（
抽

選
）。

募　
「
口
腔
が
ん
検
診
希
望
」・
必

要
事
項
・
年
齢
を
、
は
が
き
で
、

10
月
20
日（
水
）ま
で
に
、
〒
254
―

0082
東
豊
田
448
―
３
歯
科
医
師
会
事

務
局
☎
26
―
８
２
５
５
へ
。

年
末
慰
問
金
な
ど
を
支
給

　
市
内
在
住
の
方
。
12
月
に
支
給

し
ま
す
。生
活
保
護
受
給
世
帯
や
、

②
は
父
母
が
再
婚
し
た
場
合
や
養

子
縁
組
が
あ
る
場
合
、
交
通
事
故

死
を
除
き
ま
す
。

①
年
末
慰
問
金　
生
計
が
困
難
な

世
帯
の
方
。

②
一
般
遺
児
激
励
金　
平
成
15
年

４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
で
、
病
気

な
ど
に
よ
り
親
と
死
別
し
た
方
。

募　
初
め
て
申
し
込
む
方
は
令
和

３
年
10
月
29
日（
金
）ま
で
に
、
各

地
区
の
民
生
委
員
児
童
委
員
ま
た

は
福
祉
会
館
☎
33
―
３
１
０
０

へ
。
支
給
を
受
け
て
い
る
方
は
、

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

高
齢
者
住
ま
い
探
し
相
談
会

　
賃
貸
住
宅
を
探
し
て
い
る
高
齢

者
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

　
10
月
15
日（
金
）午
後
１
時
30
分

～
４
時
。中
央
公
民
館
。５
人（
先

着
順
）。

募　
電
話
で
、か
な
が
わ
住
ま
い・

ま
ち
づ
く
り
協
会
☎
045
―
664
―
６

８
９
６
へ
。

初
心
者
入
門
手
話
講
習
会

　
10
月
21
日
～
12
月
９
日
の
木
曜

日
、
全
８
回
、
午
後
７
時
～
８
時

30
分
。
福
祉
会
館
。
市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
で
初
め
て
手
話
を
学

ぶ
方
16
人（
先
着
順
・
小
学
生
は

保
護
者
同
伴
・
中
学
生
は
保
護
者

の
送
迎
が
必
要
）。
990
円
。

募　
電
話
ま
た
は
直
接
、
福
祉
会

館
☎
33
―
０
０
０
７
へ
。

高
齢
者
向
け
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
セ
ミ
ナ
ー

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
お
持
ち
で

な
い
方
や
操
作
に
不
慣
れ
な
方
に

使
い
方
を
教
え
ま
す
。各
公
民
館
。

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方
。
日

程
や
申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳
し

く
は
各
公
民
館
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
　
デ
ジ
タ
ル
推
進
課
☎
21
―
８

７
９
２
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岡崎の
石仏めぐり

必
要
事
項
＝
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
電
話
番
号
。メ
ー
ル
で
応
募
す
る
場

合
は

＠
以
下
にcity.hiratsuka.kanagaw

a.jp

を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

中
央
図
書
館

〒
２５４‒

００41
浅
間
町
12‒

41

☎
３1‒

０
４
１
５

３1‒

９
９
８
４

㊡
4･

11･

18･

25
日

■
中
央
図
書
館
の
特
集
展
示　
10

月
１
日（
金
）～
31
日（
日
）。
①
中

東
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
？　
貸
出

室
②
囲
碁
の
本　
貸
出
室
③
芸
術

の
秋　
こ
ど
も
室
。

■
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト　
市
内
在
住

の
１
歳
未
満
の
子
ど
も
と
保
護

者
。
詳
し
く
は
、
図
書
館
ウ
ェ
ブ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

美
術
館

〒
２５４‒

００７３
西
八
幡
１‒

３‒

３

☎
３５‒

２
１
１
１

３５‒

２
７
４
１

㊡
4･
11･

18･

25
日

■
物
語
る　

遠
藤
彰
子
展（
下
コ

ラ
ム
）　

洋
画
家
・
遠
藤
彰
子
の

超
大
作
を
中
心
に
、
数
々
の
代
表

作
を
紹
介
し
ま
す
。
10
月
２
日

（
土
）～
12
月
12
日（
日
）。展
示
室
。

800
円
、
高
校
生
・
大
学
生
500
円
。

■
Ｔ
ザｈ
ｅ　

Ｇギ

フ

ト

ｉ
ｆ
ｔ　

寄
贈
を

受
け
た
作
品
選
＋
新
収
蔵
品
展　

10
月
24
日（
日
）ま
で
。
展
示
室
。

200
円
、
高
校
生
・
大
学
生
100
円
。

博
物
館

〒
２５４‒

００41
浅
間
町
12‒

41

☎
３3‒

５
１
１
１

３1‒

３
９
４
９

㊡
4･

11･

18･

25
日

■
秋
期
特
別
展　

神
奈
川
の
大
地

　

１
億
年
の
記
憶　
地
質
と
そ
の

成
り
立
ち
の
最
新
知
見
を
紹
介
し

ま
す
。
10
月
23
日（
土
）～
令
和
４

年
１
月
10
日（
祝
）。特
別
展
示
室
。

展
示
解
説　
①
令
和
３
年
10
月
31

日
②
11
月
14
日
の
日
曜
日
、
午
後

３
時
30
分
～
４
時
15
分
。
講
堂
。

各
30
人（
抽
選
・
市
内
在
住
の
方

を
優
先
）。

募　
イ
ベ
ン
ト
名・
必
要
事
項
を
、

往
復
は
が
き（
１
通
で
２
人
ま
で
）

で
、
①
は
10
月
19
日（
火
）②
は
11

月
２
日（
火
）ま
で
に
、
博
物
館

へ
。
博
物
館
ウ
ェ
ブ
で
も
申
し
込

め
ま
す
。

■
作
家
中
勘
助
の
詩
を
詠
む
日
々

と
平
塚
の
自
然　
「
銀
の
匙さ

じ
」で
知

ら
れ
る
作
家
・
中
勘
助
が
平
塚
在

住
時
に
執
筆
し
た
随
筆「
し
づ
か

な
流な

が
れ
」を
基
に
、
平
塚
で
の
生
活

や
当
時
の
平
塚
の
自
然
を
紹
介
し

ま
す
。
10
月
２
日（
土
）～
11
月
３

日（
祝
）。
寄
贈
品
コ
ー
ナ
ー
。

■
ポ
ス
ト
特
別
展　

平
塚
空
襲　

そ
の
時
、
そ
れ
ま
で
、
そ
れ
か
ら

　

10
月
17
日（
日
）ま
で
。
情
報

コ
ー
ナ
ー
。

■
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム　

電
波
で
探

る
宇
宙　

ア
ル
マ
望
遠
鏡
10
年
の

軌
跡　
ア
ル
マ
望
遠
鏡
の
こ
れ
ま

で
の
成
果
と
と
も
に
、
電
波
で
見

た
宇
宙
の
姿
を
紹
介
し
ま
す
。
10

　
蜘く

蛛も

の
巣
に
手
を
伸
ば
す
少

女
。逃
げ
惑
う
人
間
を
つ
か
み
、

大
き
く
口
を
開
け
て
い
る
魔

物
。
中
央
に
は
蜘
蛛
の
糸
が
垂

れ
下
が
り
、
無
数
の
人
間
た
ち

が
群
が
っ
て
い
ま
す
。
１
０
０

０
号（
333
・
３
×
497
・
０
㌢
㍍
）

の
大
画
面
に
描
か
れ
て
い
る
こ

の
作
品
は
、
10
月
２
日（
土
）か

ら
開
く「
開
館
30
周
年
記
念　

物
語
る 

遠
藤
彰
子
展
」で
展
示

し
ま
す
。

　
遠
藤
彰
子
さ
ん
は
、
長
年
に

わ
た
り
精
力
的
に
活
動
し
、
全

国
の
美
術
館
で
大
掛
か
り
な
個

展
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
現
在

最
も
注
目
さ
れ
る
洋
画
家
の
一

人
で
す
。
昭
和
22
年
、
東
京
都

中
野
区
で
生
ま
れ
た
作
家
は
幼

少
よ
り
絵
に
親
し
み
、
武
蔵
野

美
術
短
期
大
学
で
学
び
ま
し

た
。
昭
和
61
年
に
は
具
象
絵
画

の
登
竜
門
と
さ
れ
る
安
井
賞
を

受
賞
。
平
成
元
年
か
ら
は
キ
ャ

ン
バ
ス
の
最
大
寸
法
で
あ
る
500

号（
248
・
５
×
333
・
３
㌢
㍍
）以

上
の
大
作
に
取
り
組
み
始
め
ま

し
た
。
平
成
12
年
以
降
に
入
る

と
、
500
号
を
結
合
し
て
１
０
０

０
号
〜
１
５
０
０
号
の
大
作
を

発
表
。
そ
の
圧
巻
の
ス
ケ
ー
ル

は
作
品
の
充
実
と
と
も
に
、
美

術
愛
好
家
や
専
門
家
か
ら
高
く

評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
展
の
た
め
に
制
作
さ
れ
た

「
黒く

ろ

峠と
う
げの

陽
光
」は
、
大
作
シ

リ
ー
ズ
の
34
作
目
で
す
。
全
体

的
に
重
厚
感
が
漂
う
こ
の
作
品

の
中
で
も
、
闇
を
照
ら
す
太
陽

か
ら
は
一
筋
の
希
望
の
光
を
見

て
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
コ

ロ
ナ
禍
に
制
作
さ
れ
た
本
作
に

は
不
安
を
感
じ
な
が
ら
も
良
い

方
向
へ
と
向
か
う
こ
と
を
信
じ

て
や
ま
な
い
作
家
の
思
い
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
頭
の
中
で
紡
が
れ
る
壮
大
な

物
語
を
表
現
し
た
絵
画
は
、
見

る
者
を
圧
倒
し
、
誰
も
が
そ
の

世
界
に
引
き
込
ま
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

本
展
覧
会
で
は
、
本
作
や

数
々
の
代
表
作
品
36
点
を
紹
介

し
ま
す
。
圧
倒
的
な
存
在
感
と

深
い
物
語
性
を
秘
め
た
遠
藤
彰

子
の
世
界
を
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

（
文
：
市
美
術
館
学
芸
員　

安

部
沙
耶
香
）
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物語る　遠藤彰

あ き

子
こ

展

「
黒
峠
の
陽
光
」令
和
３
年
　
作
家
蔵

月
２
日
～
31
日
の
土
・
日
曜
日
、

午
後
２
時
～
２
時
50
分
。
各
日
26

人（
当
日
先
着
順
・
当
日
午
前
９

時
か
ら
博
物
館
の
受
付
で
整
理
券

を
配
布
）。
200
円
、
18
歳
未
満
と

65
歳
以
上
の
方
は
無
料
。
65
歳
以

上
の
方
は
年
齢
の
分
か
る
も
の
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
星
を
見
る
会　

遠
く
の
惑
星
た

ち
を
見
よ
う　
天
王
星
や
海
王
星

を
、
望
遠
鏡
で
観
察
し
ま
す
。
11

月
26
日（
金
）午
後
７
時
～
８
時
30

分
。
雨
天
曇
天
中
止
。
屋
上
。
15

組（
抽
選
・
１
組
４
人
ま
で
・
市

内
在
住
の
方
を
優
先
）。

募　
イ
ベ
ン
ト
名
・
全
員
の
必
要

事
項
を
、往
復
は
が
き
で
、11
月
13

日（
土
）ま
で
に
、
博
物
館
へ
。
博

物
館
ウ
ェ
ブ
で
も
申
し
込
め
ま
す
。

■
考
古
学
入
門
講
座　

は
じ
め
て

の
縄
文
時
代　

今
年
、
北
海
道
・

北
東
北
の
縄
文
遺
跡
群
が
世
界
遺

産
に
な
り
ま
し
た
。
学
芸
員
の
話

を
聞
き
、
縄
文
時
代
に
詳
し
く
な

り
ま
せ
ん
か
。
10
月
30
日
、
11
月

27
日
、
12
月
25
日
の
土
曜
日
、
全

３
回
、
午
前
10
時
～
11
時
30
分
。

講
堂
。
30
人（
抽
選
・
市
内
在
住

の
方
を
優
先
）。

募　
イ
ベ
ン
ト
名・
必
要
事
項
を
、

往
復
は
が
き
で
、
10
月
18
日（
月
）

ま
で
に
、博
物
館
へ
。博
物
館
ウ
ェ

ブ
で
も
申
し
込
め
ま
す
。

■
体
験
学
習　

望
遠
鏡
を
作
っ
て

月
食
を
観
察
し
よ
う　
11
月
19
日

（
金
）に
起
こ
る
月
食
を
観
察
で
き

る
よ
う
に
、
工
作
キ
ッ
ト
で
望
遠

鏡
を
作
り
、
仕
組
み
や
観
察
方
法

を
学
び
ま
す
。
11
月
13
日（
土
）・

14
日（
日
）、
午
後
３
時
30
分
～
５

時
。
科
学
教
室
。
小
学
生
以
上
の

方
、
各
５
人（
抽
選
・
市
内
在
住

の
方
を
優
先
）。
２
３
０
０
円
。

募　
イ
ベ
ン
ト
名・希
望
す
る
日・

必
要
事
項
を
、
往
復
は
が
き（
１

通
で
２
人
ま
で
）で
、
10
月
22
日

（
金
）ま
で
に
、
博
物
館
へ
。
博
物

館
ウ
ェ
ブ
で
も
申
し
込
め
ま
す
。

■
自
然
教
室　

秋
の
里
山
を
歩
こ

う　
秋
の
植
物
な
ど
を
観
察
し
ま

す
。
11
月
13
日（
土
）午
前
９
時
30

分
～
11
時
30
分
。
雨
天
中
止
。
吉

沢
地
区
。
20
人（
抽
選
・
小
学
生

以
下
の
方
は
保
護
者
同
伴
・
市
内

在
住
の
方
を
優
先
）。

募　
イ
ベ
ン
ト
名
・
全
員
の
必
要

事
項
を
、往
復
は
が
き
で
、11
月
１

日（
月
）ま
で
に
、
博
物
館
へ
。
博

物
館
ウ
ェ
ブ
で
も
申
し
込
め
ま
す
。

　博物館ワーキンググ
ループの石仏を調べる会
が案内します。10月30日

（土）午後５時の気象庁の
天気予報で、県東部の降
水確率が50㌫以上の場合
は、博物館講堂で石仏の
解説をします。
　10月31日（日）午前10時～午後０時20分。岡崎
地区。約２㌖。15人（抽選・市内在住の方を優先・
小学生以下の方は保護者同伴）。飲み物。
募　イベント名・必要事項を、往復はがき（１通
で２人まで）で、10月15日（金）までに、博物館へ。
博物館ウェブでも申し込めます。

岡崎の西海地
にある道祖神。
平成４年に作ら
れた、新しい石
仏です




